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な
く
な
っ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
効
性
の
あ
る
浸
水

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、「
地
域
の
浸

水
対
策
研
修
」
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
な
ど
総

合
的
な
雨
水
排
水
対
策
を
中
心
テ
ー
マ
に
、

事
業
制
度
、
取
り
組
み
事
例
、
演
習
、
現
地

研
修
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
組
み
込
み
、

五
月
二
七
日
～
二
九
日
の
三
日
間
、
地
方
自

治
体
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
四
二
名

が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

多
彩
な
視
点
で
構
成
さ
れ
た
講
義

中
央
大
学
の
山
田
教
授
の
基
調
講
義
で
は
、

関
東
を
流
れ
る
荒
川
や
利
根
川
な
ど
の
都
市

河
川
を
撮
り
続
け
た
航
空
写
真
に
基
づ
い
て
、

蛇
行
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
や
都
市
環
境
の

変
遷
な
ど
を
辿
り
、
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
要

因
や
治
水
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
水
文
学
、

河
川
工
学
、
気
象
学
、
環
境
工
学
な
ど
様
々

な
角
度
か
ら
検
証
を
加
え
た
。
そ
し
て
受
講

者
に
向
け
、「
何
か
ら
何
ま
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
土
木
。
専
門
分
野
だ
け
で

な
く
広
く
深
く
学
ん
で
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

事
業
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
施

策
を
空
講
師
と
山
縣
講
師
が
紹
介
し
た
。
空

講
師
は
、
総
合
治
水
対
策
の
枠
組
み
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
対
策
な
ど
最
近
の
課
題
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、「
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策

法
」
の
概
要
、「
防
災
・
安
全
交
付
金
」
で
の

整
備
事
例
、「
時
間
雨
量
一
〇
〇
ミ
リ
安
心
プ

ラ
ン
」
登
録
制
度
な
ど
各
種
支
援
制
度
を
紹

介
し
た
。
一
方
、
山
縣
講
師
は
、
施
設
情
報
と

センター通信／建設研修 ゲリラ豪雨対策など総合的な雨水排水対策の推進

地域の浸水対策研修

近
年
、
地
球
温
暖
化
等

の
影
響
に
よ
り
、
短
時
間

で
局
地
的
に
大
量
の
雨
が

降
る
い
わ
ゆ
る
＂
ゲ
リ
ラ

豪
雨
＂
が
多
発
し
、
都
市

化
の
進
展
と
相
ま
っ
て
、

都
市
に
降
っ
た
雨
が
河
川

等
に
排
水
で
き
ず
に
発
生

す
る
「
内
水
氾
濫
」
の
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

洪
水
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
は
主
に
河

川
の
破
堤
や
溢
水
に
よ
る

「
外
水
氾
濫
」
を
想
定
し

て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
都

市
の
安
全
性
は
確
保
で
き

平成27年度研修　「地域の浸水対策」　時間割
講　義　日　時 教　　科　　目 講　　　　　師

5/27
（水）

� 8:40～8:50 受　　　　　付

� 8:50～9:30 開講の挨拶、オリエンテーション

� 9:30～12:00
【基調講義】

ゲリラ豪雨対策など総合的な雨水排水対策
の現状と今後の方向

中央大学　理工学部
教　　授　山田　　正

13:00～14:30 総合的な流域治水の支援制度等
国土交通省　水管理・国土保全局　治水課

課長補佐　空　　周一

14:40～16:00
下水道事業における
都市排水対策について

国土交通省　水管理・国土保全局
下水道部　流域管理官付

課長補佐　山縣　弘樹

16:10～17:00 農地関係の排水事業について
農林水産省　農村振興局
整備部　防災課　防災班

課長補佐　神馬　勇雄

17:10～18:00
【市川市の事例】

下水道事業と河川事業を一体化させた
総合的な雨水排水対策の取り組み

市川市　水と緑の部　
水循環推進課�

主　　任　高橋　正典

18:00～18:30 グループ討議（課題研究）

5/28
（木）

� 8:30～10:00
【江戸川区の事例】

低平地都市部における総合的な
浸水対策の取り組み

江戸川区　前　土木部長�
（現　公益財団法人リバーフロント研究所

　理事・技術参与）　土屋　信行

10:10～11:30
最近の気象の特徴と
豪雨災害について

一般財団法人日本気象協会
事業本部　メディア・コンシューマ事業部

メディア事業課　課長　田口　晶彦

12:30～16:30 現　　地　　研　　修
（埼玉県内、鴻沼川の対策事例）
埼玉県さいたま県土整備事務所管内

16:30～18:30 グループ討議（課題研究）

5/29
（金）

� 9:00～12:00
演習　ケーススタディ
－小規模な流域における

総合的な雨水排水対策の進め方－

一般社団法人�建設コンサルタンツ協会
河川計画専門委員　森兼　政行

（中央復建コンサルタンツ（株）東京本社
環境・防災系部門　環境グループ　チー
ムリーダー）

13:00～15:30 課題研究発表・全体討議

国土交通省　水管理・国土保全局　治水課
課長補佐　空　　周一

国土交通省　水管理・国土保全局
下水道部　流域管理官付�

課長補佐　山縣　弘樹

15:30～15:45 閉　　講　　式
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観
測
情
報
を
起
点
と
し
て
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

評
価
・
活
用
を
は
か
る
新
た
な
浸
水
対
策
の

考
え
方
な
ど
を
説
明
。
ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
伴
う
内
水
氾
濫
リ
ス
ク
に
備
え
、
一
定
規
模

の
浸
水
実
績
の
あ
る
地
区
や
地
下
空
間
高
度

利
用
地
区
に
適
用
す
る
「
下
水
道
浸
水
被
害

軽
減
総
合
事
業
制
度
」
な
ど
を
紹
介
し
た
。

こ
の
ほ
か
事
業
制
度
に
関
し
て
は
、
か
ん

が
い
排
水
事
業
や
農
地
防
災
事
業
な
ど
農
林

水
産
省
が
進
め
る
施
策
の
講
義
も
あ
り
、
普

段
、
河
川
や
下
水
道
に
携
わ
る
受
講
者
に
は

新
た
な
知
見
を
得
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

事
例
で
は
、
千
葉
県
市
川
市
と
東
京
都
江

戸
川
区
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
ず

市
川
市
の
講
義
で
は
、
急
激
な
市
街
化
に
よ

り
、
一
時
的
に
排
水
施
設
の
能
力
を
超
え
て

道
路
冠
水
や
床
上
浸
水
等
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
と
し
て
、
住
宅
地
の
南
部
・
中
部

は
下
水
道
事
業
計
画
に
よ
り
整
備
し
、
北
部

の
台
地
は
雨
水
排
水
基
本
計
画
に
よ
っ
て
整

備
を
進
め
て
い
る
現
状
が
説
明
さ
れ
た
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
降
雨
量
・
河
川
状

況
の
公
開
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成・配
布
、
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置・

運
用
な
ど
市
民
向
け
の
対
策
も
紹
介
し
、「
避

け
ら
れ
な
い
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
市
民
と
の
協
働
で
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

一
方
、
江
戸
川
や
荒
川
の
河
口
に
位
置
す

る
江
戸
川
区
は
、
過
去
の
地
下
水
汲
み
上
げ

に
よ
る
地
盤
沈
下
の
影
響
も
加
わ
り
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
呼
ば
れ
、
ひ
と
た
び
堤
防

が
決
壊
す
れ
ば
大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
か
ね

な
い
地
域
で
あ
る
。
土
屋
講
師
は
同
区
の
前

土
木
部
長
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
、
昭
和

二
二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
を
は
じ
め
と
す

る
過
去
の
災
害
や
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
氾
濫

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像
か
ら
そ
の
脆
弱
さ

を
検
証
し
、
流
域
治
水
を
推
進
す
る
意
義
や

ス
ー
パ
ー
堤
防
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
そ

し
て
、
わ
れ
わ
れ
浸
水
対
策
に
携
わ
る
技
術

者
の
使
命
は
、「
毎
年
必
ず
発
生
し
て
い
る

水
害
に
よ
る
死
者
を
、
ゼ
ロ
に
し
て
い
く
努

力
だ
」
と
説
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

の
講
師
に
よ
る
雨
水
排
水
計
画
を
検
討
す
る

大
ま
か
な
流
れ
を
掴
み
、
流
下
能
力
や
高
水

流
量
な
ど
か
ら
河
道
改
修
の
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
演
習
、
日
本
気
象
協
会
の

講
師
に
よ
る
天
気
図
の
特
徴
か
ら
見
た
最
近

の
豪
雨
災
害
の
解
説
も
あ
り
、
雨
水
排
水
対

策
を
着
実
に
推
進
す
る
に
は
様
々
な
視
点
か

ら
の
検
討
・
評
価
が
大
切
だ
と
、
多
彩
な
講

義
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
た
。

高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
現
地
研
修

現
地
研
修
で
は
、
さ
い
た
ま
新
都
心
の
す

ぐ
西
側
を
流
れ
る
一
級
河
川
・
鴻
沼
川
流
域

の
雨
水
排
水
対
策
を
視
察
し
た
。
近
年
、
鴻

沼
川
流
域
は
都
市
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
遊

水
機
能
を
有
し
て
い
た
田
畑
が
宅
地
化
さ
れ

た
た
め
、
地
中
へ
浸
透
し
て
い
く
雨
水
の
量

が
少
な
く
な
り
、
降
っ
た
雨
の
ほ
と
ん
ど
が

鴻
沼
川
に
流
れ
込
み
、
た
び
た
び
洪
水
を
発

生
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
埼
玉
県
で
は

平
成
十
一
年
度
～
十
八
年
度
に
か
け
て
、
河

床
掘
削
、
河
道
拡
幅
、
橋
梁
の
架
け
替
え
を

行
う
と
と
も
に
、
地
下
河
川
（
延
長
一
・
五

三
㎞
、
内
径
五
・
二
五
ｍ
）
と
桜
木
調
節
池

（
面
積
一
・
一
三
ha
、
調
節
容
量
五
万
六
〇
〇

〇
㎥
）を
整
備
す
る
改
修
事
業
を
実
施
し
た
。

さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
の
職
員
に
案

内
さ
れ
、
公
園
の
地
下
に
広
が
る
桜
木
調
節

池
に
入
る
と
、
受
講
者
か
ら
は
「
想
像
し
て

い
た
よ
り
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
」「
取
り
組

み
の
本
気
度
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
関
す
る
質
問
な
ど
も

出
さ
れ
、
都
市
型
洪
水
の
防
止
施
設
と
し
て

高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

課
題
研
究
発
表
と
全
体
討
議

最
終
日
に
は
課
題
研
究
の
全
体
討
議
が
行

わ
れ
た
。
課
題
研
究
は
六
班
に
分
か
れ
、
各

自
の
初
日
提
出
資
料
「
地
域
が
抱
え
て
い
る
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雨
水
排
水
対
策
の
課
題
」
に
基
づ
い
て
グ
ル

ー
プ
内
で
討
議
、
そ
の
中
か
ら
一
課
題
を
選

ん
で
全
体
討
議
で
発
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン
資
料

を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
。

各
班
の
発
表
テ
ー
マ
は
、「
愛
知
県
岡
崎
市

に
お
け
る
総
合
的
な
雨
水
排
水
対
策
に
つ
い

て
」（
一
班
）、「
兵
庫
県
伊
丹
市
に
お
け
る
総

合
的
な
浸
水
対
策
」（
二
班
）、「
郡
山
市
総
合

治
水
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」（
三
班
）、「
一
級

河
川
安
間
川（
浜
松
市
）の
浸
水
対
策
に
つ
い

て
」（
四
班
）、「
袋
井
駅
南
地
区
治
水
対
策
事
業

に
つ
い
て
」（
五
班
）、「
三
重
県
伊
勢
市
に
お
け

る
総
合
的
な
排
水
対
策
に
つ
い
て
」（
六
班
）。

プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
各
発
表
と
も
施
設
の
計

画
規
模
を
上
回
る
集
中
豪
雨
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
浸
水
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
現
状
を
説
明
。
そ
し
て
、
浸
水
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
の

み
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
ま
ち
に
水
が

溢
れ
る
と
い
う
前
提
で
ソ
フ
ト
面
も
含
め
た

総
合
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘

し
た
。
具
体
的
な
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、

雨
量
・
水
位
情
報
や
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
の
周
知
、
防
災
教
育
・
防
災
訓
練
の
強

化
、
土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
、
各
戸
貯
留

へ
の
助
成
な
ど
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
全
体
討
議
の
後
、
国
土
交
通
省
の

空
講
師
と
山
縣
講
師
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
空
講
師
は
、「
皆
さ
ん
の
発

表
を
お
聞
き
し
て
、
課
題
把
握
に
つ
い
て
も

我
々
と
大
き
な
ず
れ
は
な
く
、
住
民
に
も
十

分
説
明
で
き
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
」と
評
価
し
、

「
浸
水
対
策
は
、
河
川
の
部
署
、
下
水
道
の

部
署
、そ
れ
ぞ
れ
で
考
え
て
も
限
界
が
あ
る
。

都
市
部
局
も
含
め
、
関
係
部
署
が
連
携
し
て

幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
と
、
課
題

解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
一
方
、
山
縣
講
師
は
、「
近
年
頻

発
す
る
都
市
型
水
害
に
対
応
す
る
に
は
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
、
限
ら
れ
た
予

算
で
い
か
に
早
く
効
果
を
上
げ
る
か
、
そ
の

知
恵
を
絞
る
こ
と
が
大
事
に
な
る
」と
し
て
、

「
国
と
し
て
は
各
都
市
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
情
報
共
有
で
き
る
場
を
全
国
展
開
し

て
い
く
予
定
で
あ
り
、
今
年
度
は
県
単
位
で

雨
の
勉
強
会
を
や
っ
て
い
た
だ
く
。
皆
さ
ん

も
そ
う
い
う
場
で
積
極
的
に
話
し
合
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

●
浸
水
対
策
に
あ
た
っ
て
は
超
過
洪
水
に
加
え

内
水
氾
濫
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
、
各
自
治
体

が
そ
の
進
め
方
に
悩
ん
で
い
る
中
、
こ
の
よ
う

な
研
修
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
特
に
山
田
教

授
や
土
屋
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
直
に
響
く
よ
う

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
業
務
で
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
き
、
両
氏
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ

る
と
思
う
。�

（
県
職
員
）

●
総
合
的
な
浸
水
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
河
川
や
下
水
道
、
ま
ち
づ
く
り
、
農
林
部

局
の
垣
根
を
越
え
、
更
に
は
一
つ
の
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
国
や
県
と
一
緒
に
取
り
組
む
必
要

性
を
感
じ
た
。
ま
た
、
継
続
し
た
ソ
フ
ト
事
業

の
重
要
性
に
つ
い
て
も
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
、今
後
の
河
川
事
業
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

�

（
市
職
員
）

●
役
所
と
し
て
行
う
ハ
ー
ド
整
備
に
は
限
界
が

あ
り
、
か
つ
絶
対
安
全
な
も
の
は
で
き
な
い
。

そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
意
識
改

革
や
自
主
的
行
動
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
役
所

職
員
の
行
動
が
大
切
で
あ
り
、
今
そ
れ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
自
分
自
身
に
何
が
で
き

る
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
市
職
員
）

●
浸
水
対
策
に
携
わ
る
方
々
の
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

国
交
省
の
方
か
ら
は
、
浸
水
対
策
に
関
係
す
る

制
度
等
の
紹
介
が
あ
り
、
よ
い
情
報
収
集
の
機

会
と
な
っ
た
。
市
川
市
の
講
義
で
は
、
実
際
の

成
功
事
例
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
、
対
策
の
イ

メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。

�

（
コ
ン
サ
ル
社
員
）

研
修
を
振
り
返
っ
て�

※
受
講
者
の
感
想
文
よ
り
。

受
講
者
の
声


